
長野工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 倫理学
科目基礎情報
科目番号 0063 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 一般科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 教科書：指定しない．適宜，プリントを配布する．参考書：『工学の歴史と技術の倫理』村上陽一郎著（岩波書店）『
現代社会の倫理を考える〈13〉技術の倫理学』村田純一著（丸善）

担当教員 鬼頭 葉子
到達目標
技術とはなにか，思想史的背景を理解すること，具体的な技術の内容とその倫理学的課題について説明できること，技術開発および技術者に求
められる倫理的要件について自身の考えを倫理学的に整理すること．以上の内容をとおして学習・教育目標（B-1）及び（B-2）の達成を評価す
る．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
技術発展の歴史的経緯をよく理解
し，明確に説明することができる
．

技術発展の歴史的経緯を基本的に
理解し，説明することができる．

技術発展の歴史的経緯を理解・説
明できない．

評価項目2
技術が社会や自然環境に与える影
響をよく理解し，明確に説明する
ことができる．

技術が社会や自然環境に与える影
響について基本的に理解し，説明
することができる

技術が社会や自然環境に与える影
響について理解・説明できない．

評価項目3
今後の技術展開および技術者のあ
るべき姿について，自らの考えを
明確に記述することができる．

今後の技術展開および技術者のあ
るべき姿について，自らの考えを
記述することができる．

今後の技術展開および技術者のあ
るべき姿について，自らの考えを
記述することができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本授業では，技術および倫理とはなにか，思想史的定義を理解する．また，様々な事例を倫理学的に考察し，技術が社

会や自然環境に与える影響や，技術者の倫理的行為について学ぶ．
授業の進め方・方法 授業方法は講義を中心とし，ノートに講義内容へのコメントを記入して提出する．

注意点

＜成績評価＞１回の中間試験(50%)と学期末試験(50%)の合計100点満点で(B-1)(B-2)を評価し，合計の6割以上を獲
得した者を合格とする．
なお，本科目は学修単位科目であり，授業時間30時間に加えて，自学自習時間60時間が必要である．

＜オフィスアワー＞放課後 16:00 ～ 17:00，一般科棟3F西 鬼頭葉子教員室．
＜先修科目・後修科目＞先修科目は世界史，日本史および現代社会．

なお、本科目は学修単位科目であり，授業時間30時間に加えて，自学自習時間60時間が必要です．
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 倫理とは何か（１） 古代ギリシャ哲学を中心に，倫理学の基本概念を理解
できる．

2週 倫理とは何か（２） 啓蒙思想を中心に，倫理学の基本概念を理解できる．

3週 倫理とは何か（３） 功利主義思想を中心に，倫理学の基本概念を理解でき
る．

4週 技術とは何か（１） 技術発展の歴史的経緯について説明できる．
5週 技術とは何か（２） 技術発展の歴史的経緯について説明できる．
6週 技術に関わる倫理的問題（１） 技術開発と環境倫理の関係を理解できる．
7週 技術に関わる倫理的問題（２） 技術開発と動物倫理の関係を理解できる．
8週 理解度の確認 7週までの内容を理解し、適切に表現できる。

4thQ

9週 技術に関わる倫理的問題（３） 技術開発とデュアルユースの関係を理解できる．
10週 技術に関わる倫理的問題（４） 技術開発とグローバルな正義の関係を理解できる．
11週 技術に関わる倫理的問題（５） 技術開発と生命倫理の関係を理解できる．
12週 技術の可能性と社会との関わり（１） 人工知能の社会的影響について説明できる．
13週 技術の可能性と社会との関わり（２） 福祉技術とバリアフリー社会との関係を理解できる．

14週 技術の可能性と社会との関わり（３） 技術利用と社会における合意形成の関係を理解できる
．

15週 技術の可能性と社会との関わり（４） 技術開発と政治経済との関わりについて理解できる．
16週 学期末達成度試験

評価割合
試験 小テスト 平常点 レポート その他 合計

総合評価割合 70 0 30 0 0 100
配点 70 0 30 0 0 100


